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注
①

素
謡
の
地
謡
に
は
、
会
員
及
び
会
員
の
ご
友
人
の
参
加
は
自
由
で
す
。

②

地
謡
の
一
部
省
略
個
所
、
連
吟
の
範
囲
、
素
謡
参
加
者
及
び
仕
舞
地
謡
の
担
当
氏
名
は
別
途
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

③

昼
食
は
、
能
楽
堂
二
階
の
食
堂
で
用
意
致
し
ま
す
。

ま
た
、
楽
屋
で
の
給
茶
は
省
略
し
ま
す
の
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

飲
み
物
を
ご
持
参
下
さ
い
。

会
終
了
後
、
野
毛
の
「
一
の
蔵
」
に
て
懇
親
会
を
催
し
ま
す
。


